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１．調査の概要 

(1) 調査の目的 

市政に対する市民ニーズや市の取組の評価に関する市民意向を把握し、本市の現状及び課題を抽出す

るために、市民意識調査を実施した。 

 

(2) 調査の実施概要 

①調査項目 

Ÿ 八街市全般のことについて 

Ÿ 市の将来像と今後重要と考える施策について 

Ÿ 八街駅周辺の機能形成と市内の公共交通について 

Ÿ 今後の公共施設と市民サービスのあり方について 

Ÿ 新型コロナウイルス感染症の影響等について 

 

②調査対象 

市内在住の18歳以上の男女3,000人 

 

③調査時期 

発送日 　10月1日 

締切日　　10月31日 

 

④調査方法 

郵送による調査票の配布、回収（業務委託による実施） 

 

⑤回収結果 

配布数  3,000票 

有効回収数 　　942票 

有効回収率 31.9％ 
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個性的なまち

-0.937

福祉がゆきとどいたまち
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清潔できれいなまち

-1.015
安全なまち

-1.015

交通の便がよいまち
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連帯感・人情味があるまち
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自然の豊かなまち
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活気のあるまち
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発展を続ける現代的なまち
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文化的なまち
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教育環境のよいまち
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遊ぶところの多いまち
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市民活動しやすいまち

-1.145

-2.500

-2.000

-1.500

-1.000

-0.500

0.000

0.500

1.000

1.500

指標化による評価

２．調査結果の分析 

2-1 八街市全般のことについて 

(1) 八街市のイメージ・愛着等 

問 1．八街市のイメージ 

・「そう思う」×3、「ややそう思う」×1、「さほど思わない」×-1、「思わない」×-3 で指標化した結果

をみると、プラスの指標となったものは、「自然の豊かなまち（0.972）」「公害が少ないまち

（0.418）」の２項目であった。 

・マイナスの指標のなったもののなかでは、「遊ぶところの多いまち（-2.125）」が最も低く、次いで

「交通の便がよいまち（-1.995）」「発展を続ける現代的なまち（-1.893）」が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2．八街市への愛着 

・愛着を「やや感じている」が 30.0％で最も多い。 

・「感じている」「やや感じている」あわせて 46.7％で、「感じていない」「あまり感じていない」あわ

せた 45.6％を上回っている。 

・前回調査は、「感じている」「やや感じている」あわせて 50％で、今回やや減少している。 

 

 

 

 

前回
感じている,

157人, 16.7%

やや感じている, 

283人, 30.0%

あまり感じていない, 

265人, 28.1%

感じていない, 

165人, 17.5%

わからない, 

57人, 6.1%

無回答, 15人, 1.6%

八街市への愛着
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満足している,

84人, 8.9%

どちらかといえ

ば満足である, 

375人, 39.8%

どちらかといえば不満

である, 256人, 27.2%

不満である, 

143人, 15.2%

わからない, 

67人, 7.1%

無回答, 17人, 1.8%

暮らしへの満足度

問 3．現在の暮らしの満足度 

・現在の暮らしに「どちらかといえば満足している」が 39.8％で最も多い。 

・「満足している」「どちらかといえば満足している」あわせて 48.7％で、「不満である」「どちらかと

いえば不満である」あわせた 42.4％を上回っている。 

・前回調査は、「満足している」「どちらかといえば満足している」あわせて 52％で、今回やや減少し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回
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土地利用

中心市街地整備

道路の体系的整備

公共交通充実

人にやさしいまちづくり推進

交通安全推進

消防・救急整備

防災体制

防犯体制

消費者行政充実

健康づくり

福祉の推進

子育て支援高齢者福祉充実

障がい者福祉充実

緑の保全

生活環境整備

循環型社会の推進

教育充実

健全育成の充実

生涯学習推進スポーツ推進
市民文化の創造

交流推進
男女共同参画推進

農業振興

商工業振興

産業振興

市民協働推進

コミュニティ育成

市民によるまちづくり推進

効率的な行財政運営
情報共有

窓口サービス充実

市の魅力発信

0.500

0.700

0.900

1.100

1.300

1.500

1.700

1.900

2.100

2.300

-2.300 -1.800 -1.300 -0.800 -0.300 0.200 0.700

平均

重要度：高

重要度：低

満足度：高満足度：低

(2) 施策ごとの満足度・重要度 

問 4-1．施策ごとの満足度・重要度 

① 満足度 

・「満足」×3、「やや満足」×1、「やや不満」×-1、「不満」×-3 で指標化した結果をみると、プラスの

指標となったものは、「消防救急体制（0.208）」のみで、次いで「窓口サービス充実（-0.214）」

「男女共同参画社会推進（-0.230）」の指標が高かった。 

② 重要度 

・「重要」×3、「やや重要」×1、「やや重要でない」×-1、「重要でない」×-3 で指標化した結果をみ

ると、「道路の体系的整備（2.186）」で最も高く、次いで「交通安全の推進（2.140）」「生活環

境整備（1.995）」の指標が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優先改善エリア 

満足度は低く、需要度は高い

重点維持エリア 

満足度も需要度も高い

改善エリア 

満足度も需要度も低い

現状維持エリア 

満足度は高く、需要度は低い

凡例 
　◆…一の街（都市基盤）　◆…二の街（安全安心）　◆…三の街（健康福祉）　◆…四の街（自然環境） 
　◆…五の街（教育文化）　◆…六の街（産業振興）　◆…七の街（市民協働）　◆…八の街（行政運営）
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土地利用

中心市街地整備

道路の体系的整備

公共交通充実

人にやさしいまちづくり推進

交通安全推進

消防・救急整備

防災体制

防犯体制

消費者行政充実

健康づくり

福祉の推進

子育て支援
高齢者福祉充実

障がい者福祉充実

緑の保全

生活環境整備

循環型社会の推進

教育充実

健全育成の充実

生涯学習推進
スポーツ推進

市民文化の創造

交流推進 男女共同参画推進

農業振興

商工業振興

産業振興

市民協働推進

コミュニティ育成

市民によるまちづくり推進

効率的な行財政運営

情報共有

窓口サービス充実

市の魅力発信

0.500

0.700

0.900
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1.300

1.500

1.700

1.900
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2.300

2.500

-2.200 -1.700 -1.200 -0.700 -0.200 0.300

H31調査 R4調査

満足度：高満足度：低

重要度：高

重要度：低

・前回調査の満足度・重要度を比較すると、多くの分野で満足度が上がり、重要度が下がるという

結果（左上から右下への矢印）となった。 

・そのなかで、「交通安全の推進」は、満足度が下がり重要度が上がる（矢印の向きが逆）結果とな

っていることが着目される。 

（令和 3 年の下校途中の児童死傷事故の影響の可能性がある） 
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42.9%

25.1%

24.9%

17.3%

15.5%

13.3%

11.0%

10.3%

10.1%

9.4%

8.8%

8.4%

6.1%

5.7%

5.6%

5.5%

5.5%

5.1%

4.1%

4.1%

4.1%

3.0%

2.9%

2.7%

2.1%

2.0%

1.9%

1.6%

1.6%

1.4%

1.3%

1.0%

0.7%

0.7%

0.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

道路の体系的整備

移動を支える公共交通の充実

生活環境の整備

交通安全の推進

八街駅周辺の中心市街地整備

まちの活力を生む商工業の推進

子どもの教育の充実

時代の変化に対応した農業の振興

生きがいに満ちた高齢者福祉の充実

まちに賑わいをもたらす産業の振興

秩序ある土地利用

笑顔あふれる子育てへの支援

生涯にわたる健康づくり

消防・救急体制の充実

防災体制の充実

防犯施策の充実

緑の保全と創出

地域で支え合う福祉の推進

人にやさしいまちづくりの推進

効率的な行財政運営

窓口サービスの充実

市民と行政の情報の共有

ぬくもりのある障がい者福祉の充実

市の魅力発信

市民によるまちづくり活動の推進

循環型社会の推進

スポーツの推進

市民文化の創造と継承

市民と行政の協働の推進

コミュニティの育成

豊かな心を育む交流の推進

消費者行政の充実

健全育成の充実

自ら学ぶ生涯学習の推進

男女共同参画の推進

優先して進める必要があると思う施策

問 4-2．優先して進める必要がある施策 

・「道路の体系的整備」が 42.9％で最も多く、次いで「移動を支える公共交通の充実」が 25.1％、

「生活環境の整備」が 24.9％、「交通安全の推進」が 17.3％、「八街駅周辺の中心市街地整備」

が 15.5％で多くなっている。 

・前回調査と上位３項目は同様であったが、「交通安全の推進」が前回 16 位から４位となったこと

が着目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回
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ずっと住み続けたい,

306人, 32.5%

しばらくは住み続けたい, 

233人, 24.7%
できれば転出したい, 

222人, 23.6%

転出したい,

51人, 5.4%

わからない, 

84人, 8.9%

無回答, 46人, 4.9%

定住意向

45.8%

39.7%

33.6%

23.4%

22.1%

14.8%

13.9%

9.1%

8.9%

8.5%

8.5%

6.3%

4.8%

2.2%

2.2%

1.9%

1.3%

1.1%

1.1%

0.9%

0.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

昔から住んでいる

自然環境が良い

買い物など日常生活が便利

隣近所などとの人間関係が良い

なんとなく

不動産の価格や家賃が安い

特に理由はない

その他

地域での人間関係が良い

市外への通勤・通学などが便利

防犯・安全面で心配がない

市内に安定的な働く場がある

医療環境が良い

都市環境が良い（道路・排水・上下水道・駅周辺整備）

福祉環境が良い

余暇を楽しむ施設がある

教育環境が良い

文化的な雰囲気がある

バス交通などが便利

文化・スポーツ環境が良い

市民の声が行政に反映される

「住み続けたい」と答えた理由

(3) 市への定住意向と理由 

問 5-1．定住意向 

・「ずっと住み続けたい」が 32.5％で最も多い。 

・「ずっと住み続けたい」「しばらくは住み続けたい」あわせて 57.2％で、「転出したい」「できれば転

出したい」あわせた 29.0％を上回っている。 

・前回調査は、「ずっと住み続けたい」「しばらくは住み続けたい」あわせて 62％で、今回やや減少し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5-2．住み続けたい理由 

・「昔から住んでいる」が 45.8％で最も多く、次いで「自然環境が良い」が 39.7％、「買い物など

日常生活が便利」が 33.6％、「隣近所などとの人間関係が良い」が 23.4％、「なんとなく」が

22.1％で多くなっている。 

・前回調査と上位５項目は同様の結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回
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58.2%

39.9%

38.5%

27.5%

23.1%

18.7%

13.2%

11.4%

9.5%

8.8%

8.1%

8.1%

6.6%

5.9%

4.4%

3.7%

2.2%

2.2%

0.7%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

都市環境が悪い（道路・排水・上下水道・駅周辺整備）

バス交通などが不便

市外への通勤・通学などが不便

買い物など日常生活が不便

余暇を楽しむ施設が少ない

医療環境が悪い

市内に安定的な働く場がない

防犯・安全面で不安がある

その他

自然環境が悪い

市民の声が行政に反映されない

文化的な雰囲気がない

隣近所などとの人間関係が良くない

福祉環境が悪い

文化・スポーツ環境が悪い

地域での人間関係が良くない

教育環境が悪い

不動産（賃貸含む）に不満がある

なんとなく

特に理由はない

「転出したい」と答えた理由

問 5-3．転出したい理由 

・「都市環境が悪い（道路・排水・上下水道・駅周辺整備）」が 58.2％で最も多く、次いで「バス交

通などが不便」が 39.9％、「市外への通勤・通学などが不便」が 38.5％、「買い物など日常生活

が不便」が 27.5％、「余暇を楽しむ施設がない」が 23.1％で多くなっている。 

・順位は異なるが、前回調査と上位４項目は同様の結果となった。「バス交通などが不便」が前回３

位から２位となっている。 
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65.2%

47.9%

33.3%

27.5%

21.9%

12.6%

9.6%

8.0%

7.2%

7.0%

6.8%

5.8%

5.0%

4.0%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安心して暮らせること

交通の便利なこと

経済発展などによる活力のあること

住み慣れたところで住み続けられること

健康的に生活できること

地域の中でお互いに助け合うこと

心の豊かさを実感できること

時間的なゆとりを実感できること

地域や家庭を重視すること

思いやりの心に満ちていること

生きがいを持ち自己実現できること

物質的な豊かさを実現できること

その他

自分の適性や能力を活かせること

自己責任や自立自助に基づくこと

これからのまちづくりの視点

46.7%

37.6%

34.6%

25.8%

19.6%

15.9%

12.6%

11.8%

9.7%

9.4%

9.4%

9.1%

8.7%

7.9%

7.3%

4.8%

3.5%

3.5%

3.2%

1.5%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

安全な

安心できる

便利な

活力ある

自然と共生する

自然豊かな

未来につながる

人に優しい

ふるさとを感じる

楽しさを感じる

健康な

ゆとりのある

思いやりのある

心豊かな

のんびりした

落ち着きのある

にぎやかな

うるおいのある

おしゃれな

歴史を感じる

その他

八街市の望ましい将来の姿

2-2 市の将来像と今後重要と考える施策について 

(1) 今後のまちづくりの視点と将来像 

問 6．今後のまちづくりの視点 

・「安心して暮らせること」が 65.2％で最も多く、次いで「交通の便利なこと」が 47.9％、「経済発

展などによる活力のあること」が 33.3％、「住み慣れたところで住み続けられること」が 27.5％、

「健康的に生活できること」が 21.9％で多くなっている。 

・前回調査と上位５項目がすべて同様となる結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7．望ましい将来の姿 

・「安全な」が 46.7％で最も多く、次いで「安心できる」が 37.6％、「便利な」が 34.6％、「活力あ

る」が 25.8％、「自然と共生する」が 19.6％で多くなっている。 
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(2) 子育て・高齢者福祉分野の取組 

問 8．出産や子育てがしやすい環境を整える取組 

・「急な病気にも対応できるような小児医療サービスの充実」が 57.3％で最も多く、次いで「経済

的負担の軽減」が 46.0％、「子どもがのびのびと遊べる施設の整備」が 39.2％で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9．子どもの教育・健全育成の取組 

・「基礎学力向上の推進」が 43.6％で最も多く、次いで「子どもや親からの相談体制や心のケアの

充実」が 37.7％、「教育指導体制の充実」が 31.6％で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.3%

46.0%

39.2%

29.8%

21.5%

20.8%

20.4%

13.6%

11.1%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

急な病気にも対応できるような小児医療サービスの充実

経済的負担の軽減

子どもがのびのびと遊べる施設の整備

保育サービスの充実

出産や育児について、気軽に相談できる環境づくり

子育ての悩みや不安解消への取り組み

母子が健やかに成長できる環境づくり

学童保育の充実

地域で子育てを支援する環境の整備

その他

出産や子育てがしやすい環境を整えていくために重要なこと

43.6%

37.7%

31.6%

27.4%

19.5%

19.3%

17.3%

15.1%

14.1%

11.7%

9.9%

2.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

基礎学力向上の推進

子どもや親からの相談体制や心のケアの充実

教育指導体制の充実

国際化に対応した語学教育の充実

地域ぐるみの育成活動の支援

家庭教育の支援

情報化やICT教育の推進

少人数学習の推進

幼稚園教育の充実

小中一貫教育の推進

青少年健全育成事業の推進

その他

子どもの教育・健全育成がしやすい環境を整えていくために重要なこと



13 

問 10．自身の老後の不安 

・「家族やご自身の介護のこと」が 68.3％で最も多く、次いで「心身の健康のこと」が 68.2％、「生

活費のこと」が 64.1％で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11．超高齢社会に対応する取組 

・「介護保険サービスなどの充実や介護予防事業の推進」が 55.4％で最も多く、次いで「高齢者

が外出しやすいまちづくりの推進」が 49.4％、「緊急時支援体制の整備」が 43.8％で多くなって

いる。 

 

 

68.3%

68.2%

64.1%

18.8%

16.5%

15.1%

7.4%

6.2%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

家族やご自身の介護のこと

心身の健康のこと

生活費のこと

仕事のこと

生きがいや趣味のこと

家（跡継ぎ）のこと

話し相手がいないこと

特に不安はない

その他

自分の老後を考えたときに不安を感じること

55.4%

49.4%

43.8%

34.5%

25.5%

21.0%

15.6%

13.8%

9.1%

4.6%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

介護保険サービスなどの充実や介護予防事業…

高齢者が外出しやすいまちづくりの推進

緊急時支援体制の整備

身近な相談窓口の充実

生涯にわたる健康づくりの推進

能力や経験を発揮できる就労対策の推進

高齢者が相互に助け合う制度の確立

趣味や教養等を活かすことができる生涯学習…

ボランティアや地域活動などの社会参加の推進

幼児や青少年との交流の場の提供

その他

超高齢化社会を迎えるにあたり重要だと思うこと
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(3) 移住定住・関係人口分野の取組 

問 12．「住み続けたい」と思う人を増やす取組 

・「仕事探しの支援」が 52.1％で最も多く、次いで「子どもの就園・就学等の支援」が 50.0％、「暮

らしに関する情報の発信」が 36.5％で多くなっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13．「訪れたい」と思う人を増やす取組 

・「商業施設の充実」が 48.3％で最も多く、次いで「娯楽施設・宿泊施設の充実」が 45.5％、「落

花生等の特産品のブランド化・ＰＲ」が 33.8％で多くなっている。 

 

  

 

 

 

52.1%

50.0%

36.5%

32.8%

29.0%

25.8%

12.3%

7.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

仕事探しの支援

子どもの就園・就学等の支援

暮らしに関する情報の発信

住宅新築等の費用の支援

住まい探し（土地や物件の紹介）の支援

地域コミュニティや交流に関する情報発信

親族との同居・近居に関する支援

その他

住み続けたい人を増やすために支援が必要だと思うこと

48.3%

45.5%

33.8%

28.5%

23.7%

17.9%

17.0%

16.6%

8.6%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

商業施設の充実

娯楽施設・宿泊施設の充実

落花生等の特産品のブランド化・ＰＲ

観光イベントの開催

観光農業の振興

観光資源の情報発信やＰＲの強化

観光交流拠点の整備

観光振興組織やＰＲ・誘致体制の充実

国内外の観光ツアーの誘致

その他

八街市に訪れたい人を増やすために重要だと思うこと
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問 14．市の魅力を周知するための手法 

・「テレビやインターネット、雑誌などの活用」が 52.0％で最も多く、次いで「ホームページの充実」

が 48.1％、「Twitter や LINE など SNS の活用」が 48.0％で多くなっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15．市の情報の入手手段 

・「広報やちまた」が 69.0％で最も多く、次いで「市のホームページ」が 37.9％、「区（町内）回覧」

が 37.5％で多くなっている。 

  

 

 

 

52.0%

48.1%

48.0%

36.8%

28.7%

15.4%

5.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

テレビやインターネット、雑誌などの活用

ホームページの充実

TwitterやLINEなどSNSの活用

移住定住や観光交流のガイドブック作成

移住定住や観光交流に関する相談会の実施

ポスターや看板など広告物の掲示

その他

八街市の魅力を広く周知するために効果的な手法

69.0%

37.9%

37.5%

20.3%

17.9%

16.5%

11.6%

6.6%

3.8%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

広報やちまた

市のホームページ

区（町内）回覧

市議会だより

隣近所や口コミ

新聞・テレビ・タウン紙など

入手していない

公民館・図書館だより

その他

市の担当課から直接

市の情報の入手方法
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(4) しごと・経済分野の取組 

問 16．地域産業を活性化するための支援 

・「後継者育成」が 47.9％で最も多く、次いで「雇用・人材の確保」が 45.0％、「企業誘致」が

36.1％で多くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17．就労・雇用を促進する取組 

・「市内雇用を拡大するための企業誘致」が 53.2％で最も多く、次いで「就労支援サイトの運営」

が 33.9％、「ハローワーク等との連携」が 32.0％で多くなっている。 

 

  

 

47.9%

45.0%

36.1%

24.0%

21.7%

13.9%

13.8%

13.6%

11.9%

10.6%

7.5%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

後継者育成

雇用・人材の確保

企業誘致

経済的支援

起業支援

異業種や同業種とのネットワーク構築

広報周知などPR

デジタル化推進

新分野進出・新製品開発

販路開拓

専門家の派遣

その他

地域産業を活性化するために必要な支援

53.2%

33.9%

32.0%

29.6%

24.9%

22.2%

18.0%

16.5%

9.7%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

市内雇用を拡大するための企業誘致

就労支援サイトの運営

ハローワーク等との連携

就労に関する相談窓口の開設

地元企業への雇用に関する経済的支援

起業支援

就職相談会の開催

テレワークが可能な施設やスペースの提供

コミュニティ・ビジネスの育成や活動支援

その他

就労・雇用を促進するために重要なこと
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そう感じる, 22人, 2.3%

どちらかというとそう

感じる, 47人, 5.0%

あまりそう感じない, 

389人, 41.3%

感じない,

254人, 27.0%

わからない, 

199人, 21.1%

無回答, 31人, 3.3%

「市民協働のまちづくり」の実感

(5)まちづくり分野の取組 

問 18．安全・安心なまちづくりを推進する取組 

・「交通安全、防災啓発運動の推進」が 53.6％で最も多く、次いで「警察・消防との連携強化」が

50.5％、「交通安全施設・消防施設の整備」が 32.1％で多くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19．市民協働の進捗 

・市民協働が進んでいるかについて、「あまりそう感じない」が 41.3％で最も多い。 

・「そう感じる」「どちらかというとそう感じる」あわせて 7.3％で、「感じない」「あまりそう感じない」あ

わせた 68.3％を下回っている。 

・前回調査は、「そう感じる」「どちらかというとそう感じる」あわせて 13％で、今回やや減少している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回

53.6%

50.5%

32.1%

28.3%

19.4%

18.8%

18.3%

8.1%

7.6%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

交通安全、防災啓発運動の推進

警察・消防との連携強化

交通安全施設・消防施設の整備

防災拠点や防災備蓄倉庫の整備

自主防犯・防災組織の設立支援

消費生活センターの充実

新型コロナウイルス等の感染防止対策の充実

消防団員の確保

防災訓練の実施

その他

安全・安心なまちづくりを推進するために重要なこと
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問 20．協働のまちづくりで自身が行いたい活動 

・「交通安全・防犯・防災活動」が 34.9％で最も多く、次いで「花いっぱい運動や自然保護活動」が

34.7％、「リサイクル活動や省資源活動」が 33.7％で多くなっている。 

・前回調査と、上位３位は同様となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回

34.9%

34.7%

33.7%

24.0%

21.9%

12.7%

12.3%

12.1%

9.1%

7.6%

6.7%

3.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

安全に暮らせるまちをめざす《交通安全・防犯・防災活動》

美しいまちをつくり、自然環境を守るための《花いっぱい運動や自然保護活動》

資源のムダをなくし、自然を大切にする《リサイクル活動や省資源活動》

高齢者や困っている人たちへの《福祉ボランティア活動》

区や町内会など、近所づきあいを大切にする《地区コミュニティ活動》

お祭りや郷土の歴史・文化を学び、後世に伝える《歴史・文化活動》

スポーツ・保健活動への参加・協力など《健康なまちづくり活動》

参加したい活動はない

まちづくりの研究や市の計画検討の場への参加など《まちづくりの推進役》

子ども会やＰＴＡ、健全育成組織などを通じた《児童・青少年の育成》

議会や市、専門家にまかせるのが良い

その他

協働のまちづくりにおいて取り組んでみたい活動
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ほぼ毎日, 96人, 10.2%

週に２～３日程度, 

90人, 9.6%

週に１日程度, 

111人, 11.8%

月に１～２日程度,

209人, 22.2%

２～３ヶ月に１日程

度, 103人, 10.9%

ほとんど行かない, 

316人, 33.5%

無回答, 17人, 1.8%

ＪＲ八街駅とその周辺に行く頻度

2-3 八街駅周辺の機能形成と市内の公共交通について 

(1) 八街駅周辺の機能形成 

問 21．八街駅またはその周辺に行く頻度 

・「ほとんどいかない」が 33.5％で最も多く、次いで「月に１～２日程度」が 22.2％で多くなってい

る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22．八街駅北口周辺で何ができるようになったらよいか 

・「飲食を楽しむ」が 57.3％で最も多く、次いで「買い物を楽しむ」が 56.5％、「散歩や運動を楽し

む」が 27.1％、「イベントや祭りに参加する」が 23.1％で多くなっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.3%

56.5%

27.1%

23.1%

17.3%

16.6%

15.1%

12.7%

10.8%

5.6%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

飲食を楽しむ

買い物を楽しむ

散歩や運動をする

イベントや祭りに参加する

水や緑に触れる

休憩をする

子どもたちが遊ぶ

まちの情報を取得・発信する

人と交流する

仕事や勉強をする

その他

八街駅北口周辺でできるようになったら良いと思うこと
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問 23．にぎわいのある空間にするために必要な機能 

・「商業機能（ショッピングセンター、コンビニなど）」が 61.7％で最も多く、次いで「飲食店・フードコ

ート」が 51.6％、「広場・公園」が 35.6％で多くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 市内の公共交通について 

問 25-1．普段どのような交通手段を利用しているか 

・「自家用車・バイク」が 57.4％で最も多く、次いで「鉄道」が 13.2％で多くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.7%

51.6%

35.6%

21.4%

19.7%

15.8%

14.2%

10.6%

10.2%

9.6%

7.6%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

商業機能（ショッピングセンター、コンビニなど）

飲食店・フードコート

広場・公園

医療・福祉の場（病院、介護施設など）

イベントスペース

子育ての場（子どもの遊び場、保育園など）

教育機能（図書館、生涯学習施設など）

駐車場

文化・芸術機能（博物館、資料館など）

市民交流の場（サークル活動の場、会議室など）

業務機能（オフィス、起業家支援など）

その他

八街駅北口周辺をにぎわいのある空間にするために必要な機能・役割

57.4%

32.5%

13.2%

3.5%

3.0%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自家用車・バイク

無回答

鉄道

その他

ふれあいバス

タクシー

普段利用する交通手段
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必要だと思う, 

900人, 95.5%

必要ないと思う,

23人, 2.4%
無回答,19人, 2.0%

交通手段を持たない人たちへ向けた

新たな公共交通の導入

問 25-2．どのような交通体系を充実させていくことが重要か 

・「広域の都市間の通勤通学輸送を担う鉄道の充実」が 42.7％で最も多く、次いで「パーク＆ライ

ドの整備」が 39.3％、「コミュニティバス（ふれあいバス）の充実」が 32.6％で多くなっている。 

・「交通空白（不便）地域の解消を目的とするタクシー等を活用したサービス」は 17.2％にとどまっ

ている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26．高齢者等を対象とした新たな公共交通導入の必要性 

・「必要だと思う」が 95.5％で大半を占めている。 

 

  

 

 

42.7%

39.3%

32.6%

21.8%

17.7%

17.2%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

広域の都市間の通勤通学輸送を担う鉄道の充実

自家用車等を駐車し、公共交通に乗り継いで目的地に向かうことを可能とする

パーク＆ライドの整備

市内の生活道路を定時定路線で運行するコミュニティバスの充実

近隣都市への連絡と市内主要道路を定時定路線で運行する民間路線バスの充実

遠方の都市間を結ぶ高速バスの充実

交通空白（不便）地域の解消を目的とするタクシー等を活用したサービス

その他

今後充実させていくべき交通体系
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公共施設の配置や機能を

見直し、機能集約を図る, 

348人, 36.9%

行政だけではなく民間

のサービスや施設を活

用する,172人, 18.3%

使用料の見直し（受益者負担

の適正化）,30人, 3.2%

できるだけ建替え

ず、今の施設を長く

使う, 69人, 7.3%

広域連携により近隣市施設

を利用できるようにする,

46人, 4.9%

地域住民等に運営を委託

する, 14人, 1.5%

施設への命名権等に

より、新たな収入を

得る, 30人, 3.2%

施設の使用料を一定に

保ちながらサービス水

準を見直し, 34人, 

3.6%

わからない, 117人, 12.4%

その他, 14人, 1.5%

無回答, 68人, 7.2%

老朽化した公共施設への対応の必要性

現在の庁舎施設を解体し、現在の

場所に新たな庁舎施設を建てる, 

212人, 22.5%

現在の庁舎施設を解体し、

庁舎施設は、別の公共用地

へ移転する,40人, 4.2%

現在の庁舎施設を解体し、庁

舎施設は、民間の建物(ビル

等)へ移転する,12人, 1.3%

現在の庁舎施設を解体し、現

在の場所に、民間施設（商業

施設など）との複合施設を建

てる, 256人, 27.2%

大規模な修繕工事を行い、

現在の建物を長く使う,

113人, 12.0%

今のままでよい,

129人, 13.7%

わからない, 

116人,12.3%

その他, 31人,3.3%

無回答, 33人, 3.5%

市役所庁舎の老朽化について

2-4 今後の公共施設と市民サービスのあり方について 

問 27．老朽化する公共施設への対応について 

・「公共施設の配置や機能を見直し、機能集約を図る」が 36.9％で最も多く、次いで「行政だけで

はなく民間のサービスや施設を活用する」が 18.3％で多くなっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28．庁舎施設の今後について 

・「現在の庁舎施設を解体し、現在の場所に民間施設との複合施設を建てる」が 27.2％で最も多

く、次いで「現在の庁舎施設を解体し、現在の場所に新たな庁舎施設を建てる」が 22.5％で多く

なっている。 
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市民サービスが充実する

なら、市民の負担が増え

てよい,158人, 16.8%

市民サービスを直接受

ける人の負担を増やす

べき,190人, 20.2%

今の市民サービスのまま

でよいので、負担も今の

ままでよい,204人, 21.7%

今より市民サービスを縮

小しても、負担を減らす

べき, 117人, 12.4%

わからない,

237人, 25.2%

無回答, 36人, 3.8%

市民サービスの水準と負担

問 29．市民サービスの水準と負担について 

・「今の市民サービスのままでよいので、負担も今のままでよい」が 21.7％で最も多く、次いで「市

民サービスを直接受ける人の負担を増やすべき」が 20.2％と多くなっている。 
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74.1%

64.4%

32.2%

28.1%

28.0%

25.3%

21.2%

18.6%

16.0%

16.0%

15.9%

15.2%

11.3%

10.1%

8.8%

7.4%

5.1%

5.1%

4.4%

3.1%

2.4%

2.4%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

外出の機会が減った

会食の機会を控えた

医療機関や健康診断に行きにくくなった

公共交通機関が利用しにくくなった

医療機関や施設入所者等との面会が制限された

近所付き合い等の地域とのコミュニケーションが希薄になった

家族と過ごす習慣が増えた

買い物はキャッシュレスにするようになった

サークル等の団体活動が制限された

家事を行う機会が増えた

外出が出来ず運動不足になった

買い物は通販や宅配を利用するようになった

デジタル化についていけなかった

散歩やジョギング等の運動をする習慣がついた

在宅期間が長く、食生活の乱れや心身の不調が生じた

PC・インターネット等のデジタル環境を整えた

アウトドア等の密を避けたレジャー活動を始めた

自宅での子育て時間が長くなった

市役所での行政手続きや窓口での相談がしにくくなった

ペットを飼うようになった

介護や障害福祉などのサービスの利用を控えたことで家族の負担が増えた

その他

結婚を希望する気持ちが強くなった

生活様式について

2-5 新型コロナウイルス感染症の影響等について 

問 30．生活の変化 

（生活様式） 

・「外出の機会が減った」が 74.1％で最も多く、次いで「会食の機会を控えた」が 64.4％、「医療

機関や健康診断に行きにくくなった」が 32.2％、「公共交通機関が利用しにくくなった」が 28.1％、

「医療機関や施設入所者等との面会が制限された」が 28.0％で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（働き方や学習） 

・「職を失うなど収入が減り家計が苦しくなった」が 10.3％で最も多く、次いで「テレワーク」が

5.3％、「仕事と家庭の境界が曖昧になった」が 4.7％で多くなっている。 

 

 

 

 
10.3%

5.3%

4.7%

4.1%

3.9%

3.8%

3.4%

3.3%

3.1%

2.1%

1.8%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

職を失うなど収入が減り家計が苦しくなった

テレワーク

仕事と家庭の境界が曖昧になった

時差出勤やフレックスタイムによる勤務になった

仕事を家ですることで同居家族への配慮が必要になった

休校やオンライン授業による学力低下への不安

在宅でのテレワークの難しさを感じた

部活等の活動時間が減少した

オンライン授業

学習時間が減少した

本業以外に新たな仕事（副業）を始めた

働き方や学習について
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問 31．特に困ったこと 

（生活様式） 

・「外出の機会が減った」が 41.5％で最も多く、次いで「会食の機会を控えた」が 30.5％、「医療

機関や健康診断に行きにくくなった」が 16.2％で多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（働き方や学習） 

・「職を失うなど収入が減り家計が苦しくなった」が 7.2％で最も多く、次いで「休校やオンライン授

業による学力低下への不安」が 3.8％、「仕事を家ですることで同居家族への配慮が必要になっ

た」が 3.3％で多くなっている。 

 

 

 

41.5%

30.5%

16.2%

13.6%

13.4%

9.0%

8.0%

6.6%

5.6%

4.4%

4.4%

4.1%

3.7%

3.5%

2.0%

1.8%

1.7%

1.6%

1.5%

1.0%

0.8%

0.3%

0.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

外出の機会が減った

会食の機会を控えた

医療機関や健康診断に行きにくくなった

公共交通機関が利用しにくくなった

医療機関や施設入所者等との面会が制限された

近所付き合い等の地域とのコミュニケーションが希薄になった

サークル等の団体活動が制限された

外出が出来ず運動不足になった

家族と過ごす習慣が増えた

デジタル化についていけなかった

買い物はキャッシュレスにするようになった

家事を行う機会が増えた

買い物は通販や宅配を利用するようになった

在宅期間が長く、食生活の乱れや心身の不調が生じた

自宅での子育て時間が長くなった

散歩やジョギング等の運動をする習慣がついた

PC・インターネット等のデジタル環境を整えた

介護や障害福祉などのサービスの利用を控えたことで家族の負担が増えた

市役所での行政手続きや窓口での相談がしにくくなった

アウトドア等の密を避けたレジャー活動を始めた

その他

結婚を希望する気持ちが強くなった

ペットを飼うようになった

生活様式について（特に困ったこと）

7.2%

3.8%

3.3%

3.1%

3.0%

2.9%

2.7%

2.2%

1.7%

1.7%

1.2%

0.0% 1.0% 2.0% 3.0% 4.0% 5.0% 6.0% 7.0% 8.0%

職を失うなど収入が減り家計が苦しくなった

休校やオンライン授業による学力低下への不安

仕事を家ですることで同居家族への配慮が必要になった

テレワーク

仕事と家庭の境界が曖昧になった

在宅でのテレワークの難しさを感じた

時差出勤やフレックスタイムによる勤務になった

部活等の活動時間が減少した

オンライン授業

学習時間が減少した

本業以外に新たな仕事（副業）を始めた

働き方や学習について（特に困ったこと）
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問 32．新しい生活様式の実現に向けた市の取組 

・「安心して子どもや高齢者を預けられる施設や受け入れ体制の整備」が 39.7％で最も多く、次い

で「在宅でも買い物等に困らない、買い物の支援」が 34.2％、「オンラインで診療が受けられる環

境への支援」が 25.2％、「行政手続きや窓口相談のデジタル化・オンライン化の推進」が 19.6％、

「誰でも情報機器を使える取り組みへの支援」が 15.2％で多くなっている。 

 

 

 

 

39.7%

34.2%

25.2%

19.6%

15.2%

12.4%

12.0%

8.8%

8.7%

8.4%

8.3%

7.2%

7.1%

6.9%

6.1%

4.2%

2.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

安心して子どもや高齢者を預けられる施設や受け入れ体制の整備

在宅でも買い物等に困らない、買い物の支援

オンラインで診療が受けられる環境への支援

行政手続きや窓口相談のデジタル化・オンライン化の推進

誰でも情報機器を使える取り組みへの支援

新たな生活様式に即した避難所運営・避難情報の提供

商業施設や飲食店における、非接触や三密対策等の支援

学校教育などにおけるデジタル化・オンライン化の推進

市内の路線バス・循環バスにおける感染対策

キャッシュレス決済の普及促進

運動する機会の提供

自宅以外でもテレワーク等が行える環境の整備

キャンプ場等屋外レジャー施設の整備

オンライン等による医療機関や施設入所者とのコミュニケーションへの支援

公共施設等における、非接触や三密対策の充実

ＳＮＳなどの新しい形態の地域コミュ二ティへの支援

その他

新型コロナウイルス感染症を想定した新しい生活様式を実現するために市がするべき取組
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男,

424人, 45.0%女, 

496人, 52.7%

無回答, 22人, 2.3%

Ｆ１ 性別

18～19歳, 9人, 1.0%

20～29歳, 46人, 4.9%

30～39歳, 76人, 8.1%

40～49歳,

118人, 12.5%

50～59歳, 154

人, 16.3%60～69歳, 

223人, 23.7%

70歳以上,

292人, 31.0%

無回答, 24人, 2.5%

Ｆ２ 年齢

2-6 回答者について 

F1．性別 

・「女性」が 52.7％、「男性」が 45.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F2．年齢 

・「70 歳以上」が 31.0％と最も多く、次いで「60～69 歳」が 23.7％、「50～59 歳」が 16.3％と

なっている。 
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農林業, 47人, 5.0%

勤め人(正規雇用), 

230人, 24.4%

派遣社員など(非正

規雇用), 196人, 

20.8%自営業,62人, 6.6%

団体役員・会社経営者, 

14人, 1.5%

学生, 14人, 1.5%

専業主婦・主夫,

129人, 13.7%

その他, 18人, 1.9%

無職, 198人, 21.0%

無回答, 34人, 3.6%

Ｆ３ 職業

市内（自宅を含む）, 

194人, 20.6%

千葉市, 76人, 

8.1%

印旛郡市内の市町, 

40人, 4.2%

山武郡市内の市町,

19人, 2.0%

千葉県内の他の市町村, 

163人, 17.3%
東京都, 37人, 3.9%

その他, 9人, 1.0%

通勤・通学はし

ていない, 277

人, 29.4%

無回答, 127人, 13.5%

Ｆ４ 通勤・通学地

F3．職業 

・「勤め人（正規雇用）」が 24.4％と最も多く、次いで「無職」が 20.8％、「派遣社員など（非正規

雇用）」が 20.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F4．通勤・通学地 

・「通勤・通学はしていない」が 29.4％と最も多く、次いで「市内（自宅を含む）」が 20.6％、「千葉

県内の他の市町村」が 17.3％となっている。 
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徒歩, 22人, 2.3%
自転車, 25人, 2.7%

バイク, 6人, 0.6%

自動車,

385人, 40.9%

バス, 3人, 0.3%
JR線, 85人, 9.0%

京成本線, 0人, 0.0%

その他, 8人, 0.8%

無回答, 

408人, 43.3%

Ｆ５ 通勤・通学地への交通手段

徒歩,

25人, 29.4%

自転車, 15人, 17.6%

バイク, 1人, 1.2%

自動車,

31人, 36.5%

バス, 2人, 2.4%

八街駅、榎戸駅は利用し

ていない, 8人, 9.4%

無回答, 3人, 3.5%

Ｆ６ 駅までの交通手段

F5．通勤・通学地への交通手段 

・無回答を除くと「自動車」が 40.9％と最も多く、次いで「JR 線」が 9.0％、「自転車」が 2.7％と多

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F6．駅までの交通手段 

・「自動車」が 36.5％と最も多く、次いで「徒歩」が 29.4％、「自転車」が 17.6％と多くなっている。 
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5.7%, 54人

7.7%, 73人

2.4%, 23人

3.7%, 35人

3.0%, 28人

3.7%, 35人

0.4%, 4人

8.7%, 82人

4.9%, 46人

5.9%, 56人

4.6%, 43人

1.4%, 13人

3.1%, 29人

4.7%, 44人

2.0%, 19人

1.1%, 10人

1.6%, 15人

0.8%, 8人

3.8%, 36人

1.8%, 17人

0.4%, 4人

0.2%, 2人

0.2%, 2人

0.3%, 3人

0.5%, 5人

1.3%, 12人

4.4%, 41人

1.8%, 17人

1.5%, 14人

0.8%, 8人

2.2%, 21人

4.2%, 40人

1.8%, 17人

1.1%, 10人

1.3%, 12人

0.8%, 8人

0.2%, 2人

0.4%, 4人

1.5%, 14人

3.8%, 36人

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人 70人 80人 90人

一区

二区

三区

四区

五区

六区

七区

文違

住野

榎戸

富山

大関

西林

夕日丘

四木

滝台

山田台

沖

朝日

大東

大谷流

小谷流

根古谷

岡田

用草

勢田

東吉田

吉倉

砂

上砂

真井原

泉台

みどり台

希望ヶ丘

藤の台

ガーデンタウン

ライオンズガーデン

喜望の杜

八街・榎戸学園台

無回答

Ｆ７ 居住区

F7．居住区 

・「文違」が 8.7％と最も多く、次いで「二区」が 7.7％、「榎戸」が 5.9％と多くなっている。 
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生まれたときから,

170人, 18.0%

Ｕターン,

66人, 7.0%

20年以上, 509人, 54.0%

10～19年,

95人, 10.1%

５～９年, 37人, 3.9%

５年未満, 44人, 4.7% 無回答, 21人, 2.2%

Ｆ８ 居住年数

F8．居住年数 

・「20 年以上」が 54.0％と最も多く、次いで「生まれたときから」が 18.0％、「10～19 年」が

10.1％と多くなっている。 

 

 


